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平成３０年度 学校経営計画表  

１  学校の現況  
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生徒数  
 

  小学科  
    １年      ２年       ３年       ４年      合計   合計クラス数  
  男    女    男    女    男    女    男    女    男    女   

 普  通   科  148 172 134 184 147 175   429 531 ２４  

 
２  目指す学校像  

 情報通信技術や科学技術の劇的な進歩，国際化・グローバル化，更には超高齢化等急速に変化する社会にあって，そ

れらに柔軟に対応できる力を育むと同時に，豊かな人間的資質を培い，自主自律の態度を養い，進取の気概あふれる創

造性豊かな青年を育成する。  
 
 
３  現状分析と課題（数量的な分析を含む。）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  項  目                  現  状  分  析               課   題  
 
 教科指導   

 

 

 生徒の教育的ニーズに応じ，単位制の特長を最大限生かし
た教育課程の編成，選択科目の講座の開講に努めるととも
に，「少人数指導」「ＴＴ授業」も数多く実施している。「 55
分授業」により，「１分を大事にする授業」の意識も浸透し
てきている。また年次・教科それぞれが，指導の工夫・改善
に取り組んでいる。  

 主体的・対話的で深い学びを実現するた
めに，授業内容・教授法に関する研究・研
修をさらに進める必要がある。具体的には，
公開授業や研究協議，授業研修及び校外で
の研修結果の報告会等，校内外での職員研
修を如何に充実させていくか。  

 
 特別活動  

 

 

 

  様々な学校行事への取組みにおいては，生徒たち全体が大
変積極的に取り組んでいるが，生徒会や委員会活動への参加
意識はまだ十分とは言い難い。部活動は運動部及び文化部と
もに，全国大会や関東大会など，よりレベルの高い大会への
出場を目標にして活発に行われている。  

 生徒会・常置委員会，部活動の存在意義
とその必要性について理解を深めさせ，生
徒の自己管理能力を高めるとともに，自ら
考えて積極的に行動する力の育成を如何に
図っていくか。  

 
  生徒指導  

 基本的生活態度は全体的によく身に付いており，礼儀正し

く真面目な生活態度であるが，心因性の悩みを抱える生徒も

一部に見られ，教育相談等を必要とする生徒は少なくない。

  生徒同士の人間関係形成能力や規範意識

の更なる向上，及び問題を抱える生徒の早

期発見及び保護者・関係機関との連携を如



  
  

 

 

 

 

また，交通事故，不審者遭遇等の発生件数は比較的減少傾向

にあるが，今後も安全教育の徹底が求められる。  
何に図るか。生徒に危機察知及び回避能力

等を如何に身につけさせるか。  

 
  進路指導  

 

 

  ほぼ全員が進学希望であり，より高い進路目標の実現に向
けてきめ細かな指導を行っている。平成 30 年春の国公立大
学合格者数は現役 119 名で，国立大学医学部医学科など難関
大学への合格者もでた。  

  一人一人の生徒の進路実現に向けて，如
何にして学校全体における組織的協働体制
を確立し，国公立大学 100 名以上の合格を
継続しつつ，さらに如何に質的向上を図る
か。  

  

４  中期的目標  

  １『活力ある進学校』  

        一人一人の個性と創造性を最大限に伸ばす，『活力ある進学校』を目指す。  

  ２『個に応じた学習指導』  

        単位制のシステムを生かして，個に応じた，より深い探求学習を展開する。  

  ３『自主自律の人づくり』  

        主体的に行動し，自分の未来を自分自身で拓く，『自主自律の人づくり』を目指す。  
                                                                                                               
 
 
５  本年度の重点目標  

          重点項目                        重点目標                               
 教科指導  
    －   授業は真剣勝負   －  
 
 
 
 

ア  単位制のメリットを生かした教育課程の編成及び１分を大切にする授
業の実施により，生徒の学力向上を図るとともに，主体的・対話的で深い
学びを実現するため，教員研修を奨励し，授業研究及び授業改善を推進す
る。  

イ  すべての教科が連携し，学校全体で生徒を育てるという協働意欲を持っ
て教育活動に取り組む。  

 
  特別活動  
    －   部活動や生徒会活動の充実   －  
 
 

ア  学校生活における様々な活動をとおして自主的精神を養い，行動力を培
うとともに，より良い人間関係の形成を図ることにより「生きる力」が育
まれると考え，生徒の特別活動への参加を奨励する。  

イ  計画から運営まで生徒が主体的に参画できる学校行事の充実に努め，  

生徒の能力を十分に生かした活力ある学校づくりを推進する。  



 生徒指導   
  －  社会的責任を自覚し行動  
       できる生徒の育成  －  
 
 
 

ア  全職員の共通理解に基づいた指導を行い，学校生活全般において生徒の
規範意識の高揚と道徳的実践力の向上を図り，自律性を育てる。  

イ  生命の尊さを認識させるとともに，交通安全，不審者，ネット犯罪等を  
対象とする安全教育を重視し，生徒の危機察知能力，危機回避能力を高め， 
事故の未然防止に努める。  

 
  進路指導  
  －  生徒一人一人の特性を  
       生かした指導  －  
 
 

 

ア  本校は，今年度の大学入試結果において，国公立大学 119 名，私立大学
は延べ 617 名の現役合格者を出している。今後も教員一人一人が進路指導
力を高め，生徒の夢を高い次元で実現できるよう研鑽に努める。  

イ  各年次と進路指導部内の「 e-Top 推進室」が連携し，難関大学への進路  
希望実現に向けて情報提供及び学習指導の充実を図る。  

  国際理解教育の推進  
  －  国際交流と海外派遣  －  

 

ア  国際交流事業を通じて生徒の視野を広げ，国際理解に努めることによ
り，グローバル社会で活躍できる人材を育成する。  

イ  今年度はアメリカ合衆国への海外派遣を実施し，世界を肌で感じ，外か  
ら自分自身や自国を見直すことにより，異文化を理解し尊重するグローバ  
ル意識を育てる。  

 
  保護者及び地域社会との連携  
  －  積極的な情報発信  －  
 
 

ア  学校ホームページや「栄進ホットメール」（学校・保護者・生徒を結ぶ
携帯連絡網），メディア等を活用し，牛久栄進高校の教育活動や学校の情
報を積極的に発信する。  

イ  保護者と教員が常に連携協力して生徒たちの教育に当る。  
ウ  オープンハイスクールや各種説明会，中学校訪問等を通じて牛久栄進高  

校についての理解をさらに深めていただけるよう努める。  
エ  地元である牛久市主催の行事等に積極的に参加して地域との連携を強  

化し，地域社会の期待に応え，信頼される学校づくりに努める。  
 

 
 


